
保育所にお砂る健康・体力づくりに関する試み

一一体カ測定結果の指導へのフィードパッヲについて一一

就学前児童、体力測定、体育指導

1 緒 論

生涯スポーツという言葉は、ともすれば中高年齢者の健

康・体力づくりというようにとられやすいが、そこには、

幼児も当然のことながら含まれるはずである。も Lも中高

年齢者を対象の主眼においたまま健康・体力づくりが推進

されるならば、将来を託す子どもは受験戦争にやつれた姿

を露呈することになりかねない。このような風潮に即して、

近年体力科学の分野から、身体運動を制御する神経系の発

達が著 Lい幼児期の働きかげは、身体の十分な発育に対し

て欠くことができない、という指摘が為されている。すな

わち、身体諸機能(神経系、呼吸循環系、筋・骨格系)の

発達期の相違を考慮して、それぞれに適 Lた指導が為され

なげればならないということである。例えば、骨が十分に

発達 Lていない幼児期の筋力トレーニングなどはもっての

他なのである。神経系の発達の著しい幼児期にお砂る適切

な働きかげは、特に様々な動作を上手にこなす身体の巧み

さを増すので、これはスポーツ i亡対する興味・関心の繕大.

いいかえれば生涯スポーツの基礎づくりにも通じるといっ

てよい。これに対 Lて、幼児期に十分巧みな身のこな Lを

習得させてやらないと、まず遊び集団からドロップアウト

L、 Lいては社会集団からのドロップ7ウトにつながる可

能性もある。この意味において"放っておいても子どもは

育つ"という言葉は現代では非常に不適確であろう。幼児

期にこそ健全な身体の育成のために、適切な計画を実行し

な砂ればならないのである。

L かしながら一方では、幼児の段階である枠にはめた運

動を強要すると、与えられた課題は十分に為 Lとげるが、

応用力、独創力が発達 Lないという懸念色ある。すなわち、

幼児の段階では形式的な動きよりも、幼児のありのままの

動きをこそ大切にすべきであろう。

そこで、以上のことを考慮 L、保育所において次に述べ

るような試みを Lてみた。つまり、就学前児童に対 Lて、

独創的な運動を自発的に引き出すように自由度を大きく L

た指導を行う。それに加えて、定期的に体力を祖u定 Lて、

その結果を随時指導へフィードパックするというものであ

る.いいかえれば、子どもの遊びの自由度を失なわないよ

うに Lながら.適時、方向修正してやるというものである。

ここでは、その具体的な方法に、体力測定の結果を交えて

報告したい。

2. 方 法

本保育所は鹿児島県鹿屋市(人口 7万人)で、中心街

に近い所にある。園児は計 60名であり、 4.5.6歳児を

対象に指導を行った。
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(1) 身体特性

。深代千之、深代泰子、北川淳一

(鹿屋体育大学鹿屋体育大学)

その 4.5.6歳児 (4歳児とはその年度中に 4歳になる者

を示す)の身長と体重は、表 1に示す通りである。この測

定は 4月に行われたものであるが、身長、体重とも全国平

均値とほぼ同程度の値であった。

表 1.身体特性

‘ 

4 歳 5 歳 6 歳

身長岡 94.6土1.3 102.5:::1::4.8 109.3土2.1

男 体覇防 13.8土0.9 15.7土2.3 18.4土1.0

(人数) (6) (5) (4) 

身長岡 94.1土2.7 99.0士4.3 109.9土1.4

女 体重作) 13.2土1.3 14.9士1.3 18.9士1.1

(人数) (10) (6) (4) 

(2) 指導の年間計画

自由度の大きい指導という目標を達成するために、まず

表 2に示すように各月ごとに大きなテ マとねらいを設定

Lた。このテーマやねらいは、具体的にいえば、就学前児

童の身体活動が"遊び"と同等であり、かつ自ら興味をも

った運動(遊び)において初めて自己の能力を発揮する、

という前提に立って設定Lたものである。そ Lて、このテ

ーマに即 L、子どもに"考える時間"をなるべく与えるよ

うに Lて、指導を行っている。

(母体力測定

体力測定は、客観的なテストというよりも、幼児が積極

的に何らかの運動を行い得るような項目を選定して実施い

その過程で体力を把握する、という考えをもとに提示され

た猪飼、江橋の方法を採用 Lた。それを具体的に示せば以

下の通りである(表 8参照)。

(a)ボールの両手投げ…・・物体をコントロ←ノレする能力をみ

る。ゴム製 1号ドッヂボーノレを用いてできるだけ遠くへ投

げ投距離を測定する。 2試行でよい方の記録をとる。

(b)平均台あるき……平衡機能をみる。高き 80捕、幅 9c潟、

長さ 5mの平均台を歩いた時間を記録する。

(c)あおむげからの立ちあがり(起き上り)……敏捷性をみ

る。 rはじめjの合図から、直立姿勢をとるまでの時間を

測定する。 2試行で早い方の記録をとる。

(d)横ころがり・ーー自己の身体をコントロールする能力をみ

る。子どもは両手を上に伸ばして用意 L、 [はじめjの合

図で 3mのマット上をころがる時間を測定する。



表2. 指導の年間計画
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(e)熊あるき・・…自己の身体をコントロ← Jレする能力をみる。

「はじめJの合図で腰高の四ツ這いで歩き、 10mを歩く

時間を測定する。 2試行でよい方の記録をとる。

(1)ジグザグ走・…敏捷性をみる。直線上に 2m間隔で旗を

5本立て、スタートライ'/(最初の旗まで2m)から、 「はじ

め」の合図で各旗をジグザグに回り往復する o その時聞を

測定する。 2試行でよい方をとる。

(g)連続片足とぴ・・ー・筋持久力をみる o 1周20mの円周上

で、片足とぴを行う。とぴ続けた距離を測定する.

表 5. 体力測定の項目
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3. 結果と考察

(1) 体力測定の結果について

体力測定の 7項目(図 1)についてみると、全般的には

年齢の増加に伴い、その成績が向上 Lている。思春期前な

ので当然のことではあるが、これらの測定項目においても

性差はほとんどないといえる。すなわち、ここでも就学前

の体育指導に関 Lては、男女を分げて行う必要のないこと

が示唆されるのである。

次に各種目についてみると、大きく 2群に分げることが

できょう。つまり、 3-6歳の聞では年齢の増加に伴い直

線的に伸びている種目(ポール投げ、ジグザグ走、連続片

足とび)と、ある年齢を境に急激に伸びる種目(4歳を境

に伸びる:平均台あるき、立ちあがり、 5歳を境に伸びる

:横ころがり、熊あるき}である。この結果は、猪飼ある

いは江橋の報告とほぼ一致 Lていた。

4、 5歳の時点で急激に成績が向上するということは、

スキャモンの発達曲線におげる神経系の伸び(神経系は 6

歳の時点で成人の 90%の発達を示す)に関係 Lていると

考えられる。いいかえれば、神経系の発達に伴い、身のこ

なLを巧みに行い得る神経パターンができあがった結果、

身体自体をコントロールする成績が伸びたと解するのが適

当であろう。この中の"熊あるき"は、表 3ではエネルギ

一系に属しているが、幼児期における筋力の向上はそれほ

ど大きくないことを考慮すれば、成績の向上は四ツ足で歩

く身のこな Lが巧みになったためといえよう。この急激に

向上する時期は、指導の至適時をも示唆している。一方、

3-6歳の間では直線的に成績が向上 Lている種目は、主

にサイパネティックス系よりもエネルギ一系に依存 Lてい

るものであった.

神経系が大きく関与する運動は幼児のうちにかなり発達

する。これは逆にいえば、幼児のうちに神経系の発達を十

分にうながす働きかけが必須であるといえるわけである。

(2) 指導へのフィードパックについて

体力測定の結果をみながら指導を方向修正するというこ

とを具体的にいえば、以下の通りである。すなわち、まず

幼児の体力の中で劣っている種目あるいは向上の少ない種

目を測定結果によって判断する。そ Lて、その種目を司る

諸能力、例えば敏捷性、巧級性、パランスなど、を積極的

に伸ばすような運動(遊び)をできるだげ多く Lてやると

いうことである。

きて、測定結果を幼児全体でみると、前述したように各

種目とも成績は徐々に向上している。 Lか L、個人個人の

成績をみてみると、各測定において 2試行でよい方の記録

をとるという方法を用いているのにもかかわらず、個人内

の変動が著 L<大きい。これは、発育過程にある幼児の、

運動の再現性の低さを示 Lているわ貯であるが、体力測定

結果を指導へフィードパック L、指導の方向修正を行うと

いう意味においては、注意が必要である。というのは、偶

60ー

人内の変動が大きいわけであるから、 1カ月単位で指導へ

フィードパヲクするというのではなく、幼児全体の傾向を

考慮 Lながら、各個人について 2、 3力月単位の長い目で

みていく必要があるからである。

いずれにしても、自由度を大きく Lた指導というのは頻

繁に行われているが、その一方で体力を客観的に把握L指

導の方向修正を行うという所は、数少ないようである。そ

の意味において、本保育所の試みは今後の幼児指導の道 L

るべになるといえよう。

写糞.測定風帯、
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